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ここから書き出してください。
本文中に小タイトルをつける場合は、タイトルをMSゴシック体、12ポイントにしてください。
　注がある場合は、本文から2行を空けて、注を文末に付けてください。
　参考文献がある場合は、さらに2行空けて、参考文献をつけてください。
以下は例。

（二行空ける）
注
１集集地震からの復興過程は、（高・渥美・加藤・宮本・関・諏訪・山口 2006）で詳しく紹介している。
・・・
５例えば、被災地ＮGO恊働センター顧問の村井雅清は、阪神・淡路大震災では、行政は混乱していたが、災害ボランティアは決して混乱していなかったと述べている（村井 2011）。

（二行空ける）
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